
家政学・生活科学 
 

科目番号 ２Ｊ―１ 科目名 長崎食育学 
 

大学名 長崎女子短期大学 担当教員 生活科学科 食物栄養専攻教員全員 

単位数 １ 単位 教養・専門の別 教養又は専門 開講形態 既存科目・前期 

開講期間 平成２３年 ４月 ５日（火）～平成２３年 ７月 １９日（火） 

開講時間 １４時４０分～１７時００分（１４０分）「毎週 火 曜日」 授業定員 ５０人 うち単位互換定員 １０人 

履修年次 １年次以上 実習費等 ５００円程度 選考方法 書類選考 

試験・評価方法 出席状況及びレポート 開講場所 本学キャンパス 

その他の特記事項 教養科目として受講可。 

連絡先 長崎女子短期大学 教務課  ＴＥＬ ０９５－８２６－５３４４   ＦＡＸ ０９５－８２６－４７７２ 
 

科目内容 
 

長崎は鎖国の時代においても唯一開港されていた町です。その長崎が諸外国の影響を受け、独自の食文化を作り上げてことは言うまでもありません。この科目では、 

現在に受け継がれている長崎料理や加工食品のルーツを学ぶとともに、今日長崎が抱えている食の問題についても、実習を交えてわかりやすく解説していきます。 

実習では長崎の銘菓であるカステラ作りや水産加工品の製造なども体験できます。本学において食を学ぶ者にとっては、絶好の学習の機会です。食物栄養専攻の全教員

とともに勉強し、意義あるものにしていきましょう。 

 
 



社会科学 
※分野別に作成して下さい。 

 

 

科 目 番 号 ２Ｆ―６４ 科 目 名 社会福祉援助技術 
 

大 学 名 長崎短期大学 担当教員 花城暢一（保育学科 講師） 

単 位 数  ２単位 教養・専門の別 専門 開講形態 既存科目・通年 

開 講 期 間 平成23年 4月 7日（木）～平成24年 2月 6日（月） 

開 講 時 間 
前期 13時10分～ 14時40分（90分）「毎週 木 曜日」 

後期 14時50分～ 16時20分（90分）「毎週 水 曜日」 
授業定員 50人 うち単位互換定員 3人 

履 修 年 次 2年次以上 実 習 費 等  選 考 方 法 書類選考 

試験・評価方法 筆記試験又はレポートと出席状況等による総合評価 開講場所 本学キャンパス 

その他の特記事項 社会福祉を履修した者 

連 絡 先  長崎短期大学 事務局 TEL 0956-47-5566 FAX 0956-47-5596 
 

科 目 内 容 
 

社会福祉で学んだ基礎知識をふまえ、社会福祉援助技術（ソーシャルワーク）の概念や方法について学習する。内容としては、児童福祉分野に必

要な知識・技術の取得をめざす。具体的な講義内容として、対人援助に必要なコミュニケーションのあり方やそれらに関する事項、社会福祉援助技

術の意味と技法の学習を行いたい。また、講義だけでなく事例検討や視覚教材の活用、演習等を取り入れて、実際の援助場面で活用できる社会福祉

援助技術の獲得を目標とする。 

 

 



社 会 科 学 
 

科 目 番 号 ２Ｆ－６２ 科 目 名 高齢者福祉論Ⅰ・Ⅱ 
 

大 学 名 長崎ウエスレヤン大学 担 当 教 官 中野 伸彦（現代社会学部 教授） 

単 位 数 4 単位 教養・専門の別 専 門 開 講 形 態 既存科目・通年 

開 講 期 間 平成 23 年 4 月 8日（金）～平成 24 年 2 月 6日（月） 

開 講 時 間 
前期：10 時 30 分 ～ 12 時 00 分（９０分）「毎週 金曜日」

後期：14 時 50 分 ～ 16 時 20 分（９０分）「毎週 月曜日」
授 業 定 員 80 人 うち単位互換定員 10 人 

履 修 年 次 2 年次以上 実 習 費 等  選 考 方 法 書類選考 

試験・評価方法 受講態度及び論文形式の試験 開 講 場 所 本学キャンパス 

その他の特記事項  

連 絡 先   長崎ウエスレヤン大学 教務学生課  ＴＥＬ ０９５７－２６－８２７４ ＦＡＸ ０９５７－２６－２０６３ 
 

科 目 内 容 
 

超高齢社会を間近に迎え、介護需要の飛躍的な高まりと介護保険等の諸施策の登場によって高齢者問題への関心は昨今、急激な高まりを

みせている。その将来展望と課題を見据えつつ、本講義ではケアする側とされる側の双方に求められる人間関係（尋ね＝学びの関係）の

有り様を検証していく中で支えの原則を明確にし、豊かな老後を生きるための知恵を模索する。そこで全体を①＜老い＞をみつめる 

②＜老い＞を支えるの２部構成とし、前半は＜老い＞にまつわる様々な相貌に触れ＜老い＞の世界を私達の日常性に深く関わる社会的現

実へと啓いた後、その学びを後半の＜老い＞を支える視点へと繋がっていく。 
 

 

 

 

 



社 会 科 学 
 
 

 

 

 

 

 

科 目 番 号 ２Ｆ－６３ 科 目 名 精神科リハビリテーション学Ⅰ・Ⅱ 
 

大 学 名 長崎ウエスレヤン大学 担 当 教 官 村上 清（現代社会学部 順教授） 

単 位 数 2 単位 教養・専門の別 専 門 開 講 形 態  既存科目・通年 

開 講 期 間 平成 23 年 4 月 11 日（月）～平成 24 年 2 月 2日（木） 

開 講 時 間 
前期：13 時 10 分 ～ 14 時 40 分（９０分）「毎週 月曜日」

後期：13 時 10 分 ～ 14 時 40 分（９０分）「毎週 木曜日」
授 業 定 員 80 人 うち単位互換定員 10 人 

履 修 年 次 2 年次以上 実 習 費 等   選 考 方 法 書類選考 

試験・評価方法  テスト 開 講 場 所 本学キャンパス 

その他の特記事項  

連 絡 先   長崎ウエスレヤン大学 教務学生課  ＴＥＬ ０９５７－２６－８２７４ ＦＡＸ ０９５７－２６－２０６３ 
 

科 目 内 容 
 

精神科リハビリテーションの概念・構成・プロセスを学んだうえで、精神障害者福祉で重要な実践領域のリハビリテーションについて、

まず医療機関におけるリハビリテーションを解説し、次に精神保健福祉士が行うリハビリテーションについて学び、精神科リハビリテー

ションの総合化について検討する。 

 

 

 

 



社会科学 
※分野別に作成して下さい。 
 

科 目 番 号 ２Ｆ―１５ 科 目 名 アメリカの文化 
 
 

大 学 名 長崎県立大学シーボルト校 担 当 教 員 小長谷 英代（国際情報学部国際交流学科 教授） 
単 位 数 4 単位 教養・専門の別 専 門 開講形態 既存科目・前期 週２回開講 
開 講 期 間 平成23年4月12 日（火）～平成23 年7 月27日（水） 
開 講 時 間 10 時40 分～12時10 分（90分）「毎週 火・水 曜日」 授 業 定 員 60 人 うち単位互換定員 10 人 
履 修 年 次 1 年次以上 実 習 費 等 なし 選 考 方 法 書類選考 
試験・評価方法 授業内提出物45％、定期試験55％ 開 講 場 所 本学講義室 
その他の特記事項 教養科目として受講可。 
連 絡 先 長崎県立大学シーボルト校 学生支援課 ＴＥＬ 095-813-5065 ＦＡＸ 095-813-5222 

 

科 目 内 容 
 

この講義では、アメリカの様々な文化概要及び表象形態を通して、自由、平等、民主主義、進歩等、アメリカが国際的理念として掲げる概念につ

いて考察する。例えば、起源の神話、建国の父祖、フロンティアスピリット、アメリカンドリーム、メルティングポット等「アメリカ的」語りやイ

メージは、国家的理念をどう伝えてきたか、まただれによって、いつ、どのように創造されてきたのか、個々の事柄についての語り、イメージにつ

いて、歴史的、政治的、社会的状況に再考する。 
 

 
 
 
 



 

医学・薬学 
※分野別に作成して下さい。 

 
 
 

科 目 番 号 ２Ｈ―２ 科 目 名 在宅看護論 
 

大 学 名 長崎県立大学シーボルト校 担 当 教 員 藤丸知子（看護栄養学部看護学科 教授） 

単 位 数   ２単位 教養・専門の別 専 門 開講形態 既存科目・後期 

開 講 期 間 平成23年11月22 日（火）～平成 24 年1月24 日（火） 
開 講 時 間 9時00分～12時10分（180分）「毎週 火 曜日」 授 業 定 員  80 人 うち単位互換定員 5 人 

履 修 年 次 2年次以上 実 習 費 等 テキスト代3,150円 選 考 方 法 書類選考 

試験・評価方法 出席状況、レポート及び筆記試験の総合評価 開 講 場 所 本学講義室 

その他の特記事項  

連 絡 先 長崎県立大学シーボルト校 学生支援課 TEL 095-813-5065  FAX 095-813-5222  
 

科 目 内 容 
 

疾病や障害をもつ人々が地域で生活する意義と家族を１つの単位としてとらえケアしていく意義を理解する。在宅看護の成立要件や地域

社会における在宅看護の必要性と在宅看護を支える諸制度について学習する。 

在宅療養を可能にする基礎的な看護支援技術と在宅看護の展開方法について学習する。 

 

 
 
 
 




